
令和6年度 政和会 行政調査報告書

１ 調査年月日

令和7年3月25日（火）～3月27日（木）

２ 調査項目及び調査地

【調査項目】

・東松山市立市民病院経営強化プランについて

・世界農業遺産落ち葉堆肥農法について

・ごみ収集のDX化について

【調査地】

・埼玉県東松山市

・埼玉県川越市大木農園

・埼玉県春日部市

３ 議員名

会長 高間専逸

幹事長 野村尚志

議長 島田泰美

芳賀理己

野村和宏

藤城正興

４ 調査報告書

別紙参照

５ その他























































令和6年度 政和会 世界農業遺産 落ち葉堆肥農法 報告書

１ 調査年月日

令和7年3月25日（火）～3月27日（木）（全日程）

令和7年3月26日

２ 調査項目及び調査地

【調査項目】

農業分野における資材や肥料高騰対策として国が推奨している 「みどりの食料シ

ステム戦略」を実践している大木農園の取り組みについて学び、江別市の農業に於いて

も同様の取り組みを目指すことが可能であるか検証する。

・ 落ち葉堆肥農法取り組みの経緯

・ 落ち葉堆肥農法の特色

・ 落ち葉堆肥農法の課題

【調査地】

落ち葉堆肥農法 大木農園

埼玉県川越市下松原205

３ 議員名

会長 高間専逸

幹事長 野村尚志

議長 島田泰美

芳賀理己

野村和宏

藤城正興

４ 調査報告書

別紙参照

５ その他



報告書 （別紙）

世界農業遺産 落ち葉堆肥農法 大木農園

目的

世界情勢が不安定な中、高止まりしている海外の原料や資材に依存している為、コス

トが高く価格転嫁もなかなかできない農業の現状を踏まえ、環境にもやさしく自然界に

ある有益な資材を利用する事で、課題改善に取り組んでいる先進地、大木農園を訪問し、

当市農業にも活用可能か、視察を行った。

落ち葉堆肥農法の概要

令和５年７月に世界農業遺産の認定を受け 社会や環境に適応しながら継承されてき

た地域独自性のある伝統的な農林水産業と、それに密接に関わる文化、世界的に重要な

価値があり国際連合食糧農業機関が認定している。

武蔵野地域は江戸時代から火山灰土にあつく覆われた痩せた土地に木々を植えて平地

林を育て、落ち葉を集めて堆肥化して畑に投入し、土壌改良行うことで、農産物の安定

生産を実現し、その結果として景観や生物多様性を育むシステムが現在も継承されてい

る。

調査項目

① 落ち葉堆肥農法取り組みの経緯について

・江戸時代から300年以上脈々と受け継がれてきた農法であり、火山灰地に覆われ

た土地をいかにして土壌物理性を改善させ、肥沃な大地へと転換させるために、

広葉樹の苗木を植林し人工林を形成し自然の摂理による落ち葉を自然の堆肥とし

て活用し田畑に還元していた事が始まりである。大木農園さんは現在の史洋さん

で８代目であり、農法は改良しながらも基本的な考え方や技術は継承されている。

② 落ち葉堆肥農法の特色について

・自社が所有している植林した林の落ち葉を１月に「落ち葉はき」をして集めた

落ち葉を専用の堆肥場へ収集し、水分を加え、乾燥鶏糞と米ぬかを落ち葉とサン

ドし６０℃から７０℃の発酵を促し、月１回の切り替えし作業を行い2回の鶏糞投

入をしてゆっくりじっくり発酵させ、12月末に畑に還元する。大木農園さんでは2

ヘクタールの林を所有しており耕作面積は5ヘクタールの農地に約30トンの落ち葉

堆肥を毎年1ヘクタールずつ投入し、5年での1サイクルとしている。

大木農園さんでは、里芋と裏作では長ネギやほうれん草を減農薬、減化学肥料

にて露地栽培している。5月6月の農産物の端境期をどのように埋めて周年収穫と

収入のバランスを考えた作付けとしている。



③ 落ち葉堆肥農法の課題について

・農業者が抱える課題は山積している中、物価高騰の煽りを受けやすく、政策に

より左右されやすい産業であるが故に後継者不足にて、生まれ育った故郷を離れ

先祖代々受け継がれてきた農業を辞めざるを得ない方々がこの地域でも多く、落

ち葉を集める為に植林している林の管理も大変であることから、林に対する農地

面積が合わずに、落ち葉堆肥を還元でききれていない現状があります。そして近

年異常気象の影響で、主に植林されている「ナラの木」が枯れてゆく病気が蔓延

しつつあり倒木などの危険性もあるようです。現在武蔵野地域にて行われている

この農法は自然界に存在する材料を使用し、本来植物が持っている機能を発揮さ

せるべく無理をしない方法で作物を安定生産する事を目的としているが、完全に

有機栽培で栽培できるまでには至っていないが、農薬と化学肥料を半分にするべ

く大木農園では工夫をしている。

総括

埼玉県で武蔵野地域での取り組みは、農業の基本であり有機物を還元することによ

り生態系を維持し、土づくりをしっかり行い、栽培する作物も環境の変化に対応できる

成長を促し、環境にも優しい農法であると実際に感じました。当市でも街路樹の葉を集

めシルバー人材センターにて落ち葉を堆積させて腐葉土を作る活動はしているが、中々

生産までの過程で手間がかかることや腐食に時間がかかることにより活用しきれていな

いのが現状であります。今後も沢山の公園を所有する当市の保全活動の一環と農業との

マッチングが上手く行けば、コロナ禍を経ての家庭菜園需要の高まりも捉えながら、ゼ

ロカーボンや循環型都市の形成も実現可能ではないと考える。



令和 7 年度 政和会 行政視察報告書

１ 調査年月日

令和 7 年 3 月 25 日（火）～ 27 日（木）

２ 調査項目及び調査地

【調査項目】

『ごみ収集のデジタル化の取り組み』

廃棄物収集効率化システム（収集しマース）について

【調査地】

埼玉県春日部市

３ 議員名

髙間専逸・野村尚志・島田泰美・芳賀理己・藤城正興・野村和宏

４ 調査報告書

野村和宏

５ その他



埼玉県春日部市の「ゴミ収集のデジタル化の取組」

廃棄物収集効率化システム（収集シマース）について

江別市議会政和会視察日令和7年３月２６日

春日部市は関東平野のほぼ中央、埼玉県の東部に位置し、東京都心から３５

キロメートル圏内で、市の上下左右に鉄道が敷設されている。

・人口 229,277人

・世帯数 113，092世帯（令和7年3月1日現在）

・今年で旧庄和町と合併して20周年

ゼロカーボンシティ推進本部の設置について

始まりは、春日部市が抱える課題に対して、脱炭素を絡めたアプローチの1

つが『廃棄物収集効率化事業』でした。

春日部市の抱える地域課題

・少子高齢化 ・遊休農地の増加 ・施設やインフラの老朽化

・公共交通の縮小 ・地域経済の縮小 ・コミュニティ希薄化・孤独化

経緯

春日部市だけでなく多くの地方都市で抱える問題であり解決策は1つではな

い。

1つの部署、そもそも市だけで解決することは難しい。



『新しい取り組みに』挑戦することが必要不可欠

庁内横断的な組織で、民間事業者・市民と協働










